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2000年6月8日の熊本県中部を震源とする地震の被害報告

熊大教育田口清行・渡辺一徳

九大院理付属地震火山観測研究センター清水洋

原因であろうと発表された。また，一昨年

,1月には今回の北東隣で,M4.5の地震が発

生している（植平ほか,2000)o

1．はじめに

2000年6月8日9時32分（気象庁,2000),

熊本県の中部地域を中心に強い地震が起きた。

震源は，熊本県中部（北緯32度42分，東経

130度45分，深さ10km),マグニチュード

4.8（気象庁,2000)で，嘉島町，富合町，

宇土市では，震度5弱を示し，その後も断続

的に余震が続いた。なお，宇土市の震度につ

いては，科学技術庁強震計によるもので，気

象庁は発表していない。

震源域は，熊本県中部の活断層の集中する

地域であり，今回の地震は「日奈久断層」が

2．震央と震度分布

気象庁が公表した震央と震度分布を図－1

に示す。震央から約20km以内に震度5弱

と4が集中して観測され，九州のほぼ全域で

有感（震度1以上）であった。

3．被害調査の方法

筆者らは，この地震による被害調査を地震
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図－1：震度分布図（熊本地方気象台，2000）
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発生直後，約2週間かけて行ったo調査はと

くに被害の大きかった蕊烏町，富合IIIJ.宇土

市，城南IIIJ.御船HITを重点的に実施したo

とくに注目したのは，墓石の倒壊，移勤，

回転の動きや，建物の被害状況，崖崩れや堤

防への被害などであるが，湧水の濁りや井戸

水の濁りについても聞き取りや現地での観察

を行った。

今回調査収集した被害の情報を整理した結

果，興味ある事実が得られたので報告するo

倒域，移動，回転(表紙写真，写真－1～4）

▲家屋被害（屋根瓦落下)o△家屋被害（壁

4．被害の種類と分布

今回の地震で被害が発生した地点と被害の

種類を図－2に示すo被害の表示にあたって

は次のように分類した。それらは，●墓石の

写真一 墓石倒壊の様子（御船町高木小横の墓

地）

墓石の落下（北東へ）により柵状の石
組が破損。

一｡一－

活断刷（傾斜方向）

推定断層(傾斜惟定）

推定断層

断屑

沖菰胴′洪柳､境界

洪秋周．それ以,iVlの

地隔境界

図溌央(気象台）⑭燃央(九大）
●蕊石の倒壊，移肋，回転

▲家屋被害（屋根瓦落下）

△家屋被害（屋根瓦薄下以外）

口土地の被筈（愈裂，地削れ）

・その他（井戸、澗水のにごり，

商店の商品粥下）

坐
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図-2:2000年6月8日発生の

地潅による被害分布

く断屑、地質については鶴田他

(1978)、活断層研究会(1980)
石坂他（1992)、田村他(1983）

今西他(1958)の図をもとに加
筆修正＞
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墓石の倒壊については，一地点のみ，移動，

回転については広範囲で観察できた。各地点

によって規則性が見られた。家屋被害につい

ては，屋根瓦の落下とそれ以外のものを区別

した。屋根瓦の落下の被害は局所的に集中が

見られた。墓石の動きの方向性と関連付けて

後に考察する。土地の被害が大きかった地点

は，崖や盛り土の部分であり，地震の影響を

受けてはいるが，直接的な地震断層といった

ものではないと考えられる。

5．地質・活断層と被害分布の関係

被害の集中している地域は震央より北東へ

ややずれている（図－2）。このような震央

と被害発生地域のずれはこれまでの地震でも

認められている。例えば「1997年山口県北

部地震(M6.1)の震源断層と家屋被害」

(金折ほか,1999)でも震央から南西へ約5

km離れた地域が被害の中心になっている。

そして，この地域は，震源断層と思われる断

層の延長上に位置している。このような現象

について金折ほかは，震源で発生した破域が，

断層に沿って進行して，被害地域が震央より

ずれて現われたためと解釈している。今回の

地震においても，震央と被害地域の中心のず

れがある。

また，今回大きな被害が集中して発生した

地域は，嘉島町，城南町，御船町，益城町に

またがる地域であった（図-2)oこの地域

は，洪積世の段丘堆積物の地域である｡震源

に近い地域には同様の洪積世の段丘堆積物の

地域が広がっているが，ここでは被害が比較

的少なかった。被害の集中した場所は，日奈

久断層と北甘木断隔にはさまれたクサピ状の

地塊の細くなっている先端部にあたる。これ

については，地震波は山の頂上にエネルギー

を集めるため，山頂では非常に大きな振幅の

ゆれになる（西潔ほか,1995)という性質が

水平面方向で表われ，断層に挟まれたクサビ

状の地塊の先端部にあたるこの地域に被害が

集中したのではないかと考えられるo(図一
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2)o

先にも述べたように，今回の地震は「日奈

久断層の右横ずれ」と考えられており断層面

に沿って北西ⅢIJと南東側に離れようとする張

力が働き，熊本市側のブロックが数m動いた

と考えられている。図－2の被害の広がりを

見ると東側には家，集落が少ないものの日奈

久断層を境として北西側に被害が集中してい

ることが上のことを裏付けていると思われる。

今回の地震の被害は，地盤の弱い緑川沿い

の沖積地にも見られた。このことは一般に軟

弱な沖積地は地震の被害を受けやすいといわ

れていることと一致している。ただし，沖積

地の中でも城南町や富合町，また，川尻・大

慈禅寺などの被害は北東一南西方向に配列し

ているように見える。このことは弱い地盤だ

けでなく，益城町木山方面から宇土半島北側

へ抜ける木山断層とその延長に沿っているよ

うにも見える。とくに，この地域は木山一嘉

島地溝とよばれる地域で北落ちの布田川断層，

北甘木断層および日奈久断層の北東延長部と

南落ちの木山断層によると思われる沈降地形

である。そのため，とくに沖積世の地層が厚

く堆積している（石坂ほか,1992,石坂ほか，

1995)oこのことが，この地域の被害を大き

くした一つの要因ではないだろうか。

震央から東へ約13km離れた御船町水越

の田畑地区の被害であるが，実は，この地点

は，沖積地であるとともに，従来から地質境

界にほぼ東西方向の断層が存在する場所にあ

たり，断層の真上に位置している。

このように，震源断層と思われる断層では

なく，その近くに存在する断層付近で被害が

発生することについて.[1997年山口県北部

地震(M6.1)の震源断層と家屋被害」（金

折ほか,1999)では，断層に沿う地盤が弱く

なっていることと，断層に沿って流れる河川

周辺には，沖積層など軟弱地盤が分布するこ

とから，被害が発生したことを述べている

(ただし，断層に沿って流れる河川周辺の平

地への家屋の集中も理由としている)。また，



｢阪神大震災」においても野鳥断層南方の浅

野断層直上のため池の堤体の大きなクラック

について，ずれの見られなかった既存の活断

層上における震動は周辺と比べてかなり大き

かったことが示されている（皆川ほか,1995)o

6．墓石の倒壊，移動，回転について

今回の調査では，墓石の倒壊，移動，回転

に特に注目した。その地震における地盤の動

きが墓石の動きに反映されているはずである

と考えたからである。

今回の地震による墓石の倒壊については，

回転後の位置

最初の位置 の位置

＜墓石の動きを記号化＞＜墓石を上から見たところ＞

図－3：墓石の回転の捕え方
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①地震の初動による「だるま落としj状の墓石の動き
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は初動方向が判定できなかった，太い破線は，初動分布の不連続線．
＜池田他（1995）墓石のずれから推定される初動分布と伏在地震断層の挙動．
池田他編，1995年1月17日兵庫県南部地震，「1995年1月17日兵庫県南部
地震調査速報会」記録より＞
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御船町下高野の高木小学校北側の墓地で観察

された。ここでは，北東側へ倒壊し，その他

の多くの墓石が回転，移動していた。今回の

墓石の調査では，ここが最も被害が大きかっ

た。

また，墓石の回転，移動が観察された地域

は大別して二地域であった。ひとつは御船町

下高野，嘉島町甘木地域とその｣晒の下六嘉

御船町小坂と甲佐町吉田および甲佐町の緑川

に沿う低地である。もう一つの地域は城南町

北部の赤見や富合町北部の釈迦堂，上杉，大

町，廻江付近である。これらの二地域のうち

で，大町の東側の墓地では，墓石の移動，回

転が非常に大きかった。

墓石の動きに関する調査は，以前から大き

な地震のたびに行われている。例えば，最近

では「阪神大震災」で（池田ほか,1995),

また1975年1月の阿蘇北部地震などの例が

あるo(曽屋ほか,1975)o図-2では，墓石

の倒壊，移動，回転を一括して●で示したが，

具体的な墓石の動きと回転に関する調査結果

を図4に示す。墓石の倒壊，移動の方向に

ついては←で示した。墓石の回転方向は生で

示した。墓石の回転については，図－3のよ

うな考え方で記号化している。なお，参考ま

でに屋根瓦の落下方向を＜－で示した。

墓石の動きについては，大きく見るとほぼ

北方向への動きが卓越している（図－4）。

今回の地震による地盤のずれは，熊本市側の

ブロックでは，本文中5で述べたように北東

方向であると考え.られている。調査を始める

前には，熊本市側のブロックが北東方向へ動

いたのなら，墓石の動きは「だるま落とし」

状（図－5①）に南方向へ動くものと考え

ていた。しかし，実際に調査を行ってみると，

土地の傾きや墓石の接合面の状態などさまざ

まな条件があり難しいところもあるが，逆向

きの北方向への動きが卓越していた。普通は

上にのる墓石が北方向へ動くということは，

土台になる墓石の基礎部分とその地盤は南へ

の揺れが墓石の北方向への動きの要因である

－8－

と考えられる。今回の地震による地盤のずれ

は北東方向であると考えられており，墓石が

北へ動いたという事実は，「最初の北東方向

への動きには墓石もついていって，その後の

地盤の反転によって放り出されてしまった」

もの（図－5②)，いわゆる地震の初動の揺

り戻しによるのではないだろうか。揺り戻し

のときの加速度の大きさは，初動時の加速度

とは向きが逆になるので，初動時よりはるか

に大きいことが期待されるのである。類似し

た結果として兵庫県南部地震における調査結

果，池田ほか(1995)の図を図-6として示

す。これは，兵庫県南部地震において神戸海

洋気象台の加速度計の記録と墓石の動きとの

関係の報告である。この報告によると，神戸

海洋気象台付近の調査地点10の墓石初動は

SSE方向を示すが，気象台の加速度計は，最

初にNNW方向に約360gal.続いてSE方

向に800galを越える大きな加速度を記録し，

この調査地点の墓石初動は後者に対応してい

る（池田ほか1995)oここでの「墓石初動」

は墓石の動きから考えられた地盤の動きをさ

し，この調査地点での墓石の動きから読み取

れる地盤の動きは加速度計に記録された最初

のNNW方向ではなく，続いて記録された

800galのSE方向の動きに対応しているこ

とになる。今回の地震の結果は兵庫県南部地

震における結果と，共通する例ではなかろう

か。地震動による構造物の影響について，初

動方向と逆に，「だるま落とし」のように取

り残される場合と，初動についていって，揺

れの反転によって放り出される場合が考えら

れるが，上の2つの地震時の現象は，共通し

て，後者の揺れの反転によって放り出される

効果が大きかった例にあたる。

このことについては，さらに詳しい検討が

必要であり，地震計や加速度計の記録の分析

が待たれる。



おわりに

2000年6月8日に起きた熊本県中部を震

源とする地震についての被害調査の結果，以

下のことが考えられた。

被害の分布状況が日奈久断層を境にして，

北西側に片寄っている。このことは，今回の

地震が，日奈久断層に起因し，熊本市側のブ

ロックが動いたとされていることと調和して

いるように見える。とくに，被害の大きかっ

た地域がやや震源からずれ，2つの断層には

さまれた地域であったことは興味深い事実で

ある。また，沖積地に被害の広がりを見るこ

とができ，とくに，沖積層が厚く堆積してい

る地域で被害が大きくなっていることも確認

できた。さらに，震央より遠いところでも，

断層線沿いで被害がでる例も見られた。

地震による墓石の倒壊，移動，回転は，多

くの地点で確認することができた。大きく見

て墓石の動きの方向は北方向であり，この動

きは，墓石の柱が初動についていって，揺れ

の反転によって放り出されたためであると考

えられた。しかし，土地・土台の傾斜や接触

面の摩擦や形状などいろいろ絡み合っている

と考えられるので，地震の観測の具体的な地

面の動きの詳細な解析が望まれる。

今回は墓石の動きと地震動との関係につい

て調査を進めていった。これまでにも大きな

地震後の調査でこのような調査は行われてお

り，これらの積み重ねによって，より詳しい

関係がわかってくるものと考えられる。そし

て，墓石の動きと地震動の関係が明確になれ

ば，地震後の墓石の動きの調査でその動きを

起こした地震の様子を知ることができると思

う。現在，設置してある地震計は以前と比較

すると多くなっているが，まだ十分ではない。

また，常に近いところに3成分の観測点があ

るわけでもない。今回の調査結果は墓石の動

きが地震の全体像だけでなく局所的な地震動

の様子を示してくれる可能性があることを示

唆している。

今回の地震でやはり，活断層への警戒が必
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要であることがわかった。活断層上に位置す

る，また，それに沿う地域では，十分な防災

対策，緊急避難経路等の対策を識じておく必

要がある。今回の報告が，地域住民の方々へ

の防災教育や理科教育に生かされることを期

待したい。

なお，本報告の骨子については，第142回

日本地質学会西日本支部例会において報告を

行った。
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